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1はじめに
「NDCによる図書分類の基礎（その1）」においては、首尾一貫した分
類の付与をめぐって、その根幹となる「図書分類の意義」「標準分類表」
「NDC（NipponDecimalClassificadon）の構成」等の諸様相を探ってきた。
斯様なことを踏まえ、本論では図書分類の実務、換言すれば分類記号の
付与（図書への）のあり様を志向し、具体的な作業を導入し、それに考察
を加えることにする。
それに当たっては、まず分類作業の意義について簡約しておく。個々の
図書に適切な分類記号を決定・付与し、図書記号等と必要に応じて請求記
号を決定する一連の作業を称して分類作業という。狭義の分類作業とは、
分類記号を決定・付与する業務をさしていう。それは、概ね①「標準分類
表をよく把握する。」②「分類すべき図書の内容を的確に把握する。」③
「標準分類表のなかからその内容に適切な分類記号を付する。」という手
順で行う。本論では、就中②と③を中核に据えて論を展開する。
11分類記号の付与をめぐって
1分類作業の手順
学校図書館で受け入れた図書を大雑把に仕分けし、その後本格的に分類
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作業に着手するのであるが、利用者が求める図書を的確に提供するために
は、まずもって図書のもつ主題内容を把握し、最適な主題を見出すことで
ある。それは、概ね次のような手順で行われる。
（1）書名、書名の関連情報
個々人は、書名や書名の関連情報を基に、その図書の内容を判断し、も
し興味があればそれを手に取ってみる。それは、書名は図書の内容（主
題）を表現している場合が多いし、又書名の関連情報はその内容を説明し
たり、範囲を限定したりする等書名の表現を補完している場合が多いから
である。しかし、手に取った図書が個々人の思いと全く異なった内容であ
ることも屡ある。個々人は主題関連語を書名から読み取るが、その書名に
頼り過ぎると斯様に裏切られること、裏切られないまでも惑わされること
も屡経験するのである。それは、書名には出版者や著者の思惑が込められ
ているからである。斯様に図書の内容が必ずしも書名に的確に表現されい
るとは限らない故、書名や書名の関連情報より内容を判断するのは早計で
ある。例えば、木村泉著『ワープロ作文技術』という図書でそのことを考
えてみる。書名から判断すると、「ワープロ」に重点が置かれているのか、
それとも「作文技術」に重点が置かれているのかいずれかである。『ワー
プロ作文技術』の内容紹介や目次より「ワープロ使用によって作文技術の
向上」という主題、つまり「作文技術」に重点があることが分かるのであ
る。それを標準分類表で見てみると、816が付与されるのである。
（2）著者
著者の専門分野や研究業績等を把握することで、書名や書名の関連情報
だけでは分からなかった図書の内容についての手掛かりを得ることができ
よう。これらは、奥付や著者名典拠録、人名事典等によって把握すること
が可能である。就中、文学作品等の場合は、書名と著者名とが分かれば、
主題把握の大要が得られるのである。
224
NDCによる図書分類の基礎（その2）
（3）目次
目次は、図書の内容を各章、節毎に要約したものであり、そこからは図
書の主題や内容の大要と図書の構成とを読み取ることができよう。とりわ
け、目次は図書の内容が体系的か、エッセイ的か、あるいは編集形式・刊
行形式等を理解する上で有効な手掛かりを与えてくれるのである。
（4）前書き（序文）、後書き、帯の文、解題等
前書き、後書き、帯の文、解題は、著者の意図や立場や観点を知る上で
の手掛かりとなり得る。特に他の専門家による解題は、図書の内容や特徴
を客観的に捉える上で有効な手掛かりとなるのである。
（5）本文
本文の通読、あるいはその一部を読むことによって図書の内容の大要を
捉えるようにする。ここでは、内容把握が目的である故、ポイントとなる
ような序論や結論に着目して読むことである。
（6）参考資料
新聞や雑誌に掲載されている新刊広告や書評、また出版社のPR誌の案
内等は、内容の要約や特徴を客観的に捉える上で有効な手掛かりとなり得
る。
2分類記号の付与
上記のような順序で図書の主題を把握し、それを分類表にしたがって適
切な分類記号に置き換えるという一連の作業を分類作業という。斯様な分
類作業を比喩的に言えば、それは翻訳作業と称している。斯様な一連の作
業によって分類記号を付与する際、留意すべきことがいくつか存在する。
その主ものたるものを以下に掲げておく。
・分類表によって付与した記号が適切であるか否かを、まず相関索引に
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よって確認するのである。それは、翻ってみれば相関索引を活用し
て、その項目の位置を確認し、そしてそれが分類表における体系で適
切か否かをチェックし分類記号を付与するということである。
・分類を行う作業者が異なったり、あるいは分類の時期が異なったりす
ると同一主題を扱った図書が異なった分類、つまり別の分類記号を付
与されることが屡認められる。具現すれば阪本一郎他著『児童文化』
が、同じ図書館内において、143．337．あるいは371．45というように異
なった分類記号が付されている。斯様なことがないように首尾一貫し
た分類記号を付与するように十分留意しなければならない。分類作業
を行う上で最も重要視しなければならないことは、分類した結果に常
に一貫性が認められることである。それに当たっては、取り扱われ方
が極めて複雑な主題の取扱いについて、予め一定の基準を設けておく
ことである。この基準は、一般に分類規程、あるいは分類基準とも呼
称されている。この分類規程は、分類表全体を通じて共通に適用され
る一般的通則である一般分類規程と分類表の個々の部分でのみ通用さ
れる規程とに分かれている（1）。
・図書の内容に見合った最も詳細な分類記号を付与することである。最
も詳細な分類記号とは、一つは分類表の中に用意された分類項目の範
囲内での詳しい記号ということであり、今一つは各図書館で決定した
適用範囲内での詳しい記号ということである。ここでは後者の意であ
る。我が国で一般的に採用されているNDCを基に考えてみると、図
書館の規模、あるいは図書館の蔵書数においては1桁の第一区分（類
目表）を採用しているところ、2桁の第二次区分（網目表）までを採
用しているところ、3桁の第三次区分（要目表）までを採用している
ところ、4桁の第四次区分（細目表）までは採用しているところとそ
の適用範囲は様々である。3桁の要目表を適用している図書館であっ
ても、分類表でもっと詳しい記号である細目表を確認した上で、その
図書館で決めた適用範囲で最も詳しい記号を付与していくように心掛
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ける必要がある。
3分類の実務
以上のことを念頭に置いて、以下においては岩田規久男著『金融入門』
をNDC新訂9版を用いて分類を試みることにする。その分類に当たって
は、まずもって図書の主題を把握しなければならない。図書の主題は多く
の場合、書名に表示されているが、しかし書名だけではその図書の主題を
十分に把握することが不可能な場合もあり得る。斯様なことを踏まえ、ま
ずは書名を手掛かりにして分類に取り掛かるのである。具現すれば、『金
融入門』という書名から判断できる主題を捉え、それをNDCによって探
るのである。この書名から考えると「金融」が主題を表示している言葉で
あると考えられる。「金融」がNDCの0より9のいずれの相当するか否
かを検討する。その際判断が難しい場合、NDC相関索引当たって「金融」
の部分を探るのである。その表（相関索引〈一部抜粋〉）では、「金融」・→
「338」となっている。したがって、「金融」に相当する分類記号は338で
ある。斯様にまずNDC相関索引より探り、そしてNDC本表（一部抜粋）
を辿って338の分類記号を確認する。その際、338の分類項目の前後の関
キンタ日本十進分類法相関索引（一部抜粋）
近代経済史
近代劇
近代劇脚本
近代五種競技
近代史（西洋史）
（世界史）
（日本史）
近代詩（日本文学）
近代社会
近代哲学
近代統計学
近代日本画
近代美術（日本美術史）
（美術史）近代文学（日本文学）
近代文学恩想史
近代理論（経済学）
近代連句
禁治産者（民法）
332．06
775．1
912．6
78．2
230．5
209．5
210．6
91L5
362．06
133
417
72L9
702．16
702．05
910．26
902．06
33L7
91L38
324．11
相関索引（一部抜粋）
金融
海事金融
漁業金融
鉱業金融
森林金融
農業金融
貿易金融
金融学説
金融機関
金融恐慌
金融行政
金融債
金融史
金融市場
金融資本（金融）
（経済学）（経済史）金融政策
550．93
661．5
560，93
65L5
611．5
678．4
338．01
338
338．19
338．32
338．154
338．2
338．1
338
331．82
332．06
338．3
338
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金彫
節電図
均田制
近東
ぎんなん（林産物）
筋肉（解剖学）
（生理学）
筋肉疾患
勤皇思想
銀筆画
金平本
金瓶梅「書名」
きんぽうげ（植物学）
キンポウゲ目
金本位制
銀本位制
勤務評定（教育）
（行政）（人事管理）
715
492．16
611．2222
27
657．85
49L169
491．36
493．6
155
725．5
912．4
923．5
479．71
479．71
337．31
337．32
373．78
317．37
336．43
金融統制
金融法
金融理論
金融論
金輸出解禁
金輸出禁止
金葉和歌集「書名」
禁欲
（宗教）禁欲苦行（キリスト教）
金欄（染織工芸）
金利
金利計算
金利政策
禁猟
菌類（植物学）
菌類中毒
金鎮細工
勤労奉仕
338．3
338．32
338．01
338
337．36
337．36
911．1355
158
165．4
196．8
753．3
338．12
338．12
338．3
659．7
474
493．157
756．3
366．8
経済日本十進分類表本表（一部抜粋）
337．32銀、銀政策銀本位制銀塊相場
．33補助貨幣：銅貨、ニッケル貨
．34造幣、贋造→326．22；739．9
．35通貨安定、デノミネーション
．36金輸出禁止・解禁
．37平価切下げ
．4紙幣．銀行券：発行・準備・免換制度
．8物価→：33L84
＊ここには、生産財・消費財・卸売・小売・消費者物価などを収め、各種の商品価格は、関
連主題の下に収める。［．801→337．81］
［．802→337．82］
．81物価理論
．82物価史・事情
＊地理区分．83物価政策・問題
物価行政・法令、物価統制、統制価格、闇価格
．85物価指数．物価統計
．9景気変動：インフレーション、デフレーション
＊地理区分．99恐慌＊ここには、恐慌＜一般＞および世界的なものを収め、個々の国のものは、332．1／．7に収め
る。338金融．銀行．信託Financialeconomics．Banksandtrusts※
．01金融理論・学説．信用理論・学説※
［．02→338．2］※
．1金融市場．資金
．11国家資金計画．政府資金．財政資金→：343．7
．12金利．利子．利廻→：33L85；331．87
．13貨幣市場［短期金融市場］
割引市場、コール市場、引受市場、預金市場
．14資本市場［長期金融市場］
．15証券市場．株式市場．有価証券．証券金融→：325．6
起債市場、シンジケート
．154債券．公社債．国債→：325．245；347
．155株式理論
＊株式投資理論は、ここに収める。
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連項目も一覧しておくのである。その結果、「金融」一般の分類（338）に
適しているか、それとも理論の分類に適しているかのいずれであることが
分かる。具現すれば、『金融入門』の図書は、「金融、銀行、信託」の338
か「金融理論・学説、信用理論・学説」の338．01分のいずれかの分類記号
を付与することになろう。第三次区分、つまり3桁までの分類記号を付与
する場合は338と決定するのである。したがって、『金融入門』はNDC本
表によると338の分類項目に分類することになる。
しかし、図書館の蔵書数によっては第四時区分、第五次区分というよう
に4桁、5桁までの分類記号を付与する場合は、書名以外に目を転じ、そ
の主題を的確に捉える必要が生じてくる。
そこで、『金融入門』を再度見てみると、図書のカバーに、
金融機関の破錠や世界的な資本移動が注目を集めるなか、日本の金融
システムも大きく変化しようとしている。私たちの生活との関わりに
くい金融の基本用語や仕組みをていねいに説明、さらにデリバティブ
やビッグバン、金融政策とマクロ経済の関係なども解説する（2）。
と内容の紹介があり、そして第1章の前書きに、
日本の金融にどのような人々が企業によって担われ、それはどのよう
に機能し、私たちの生活とどのようにかかわりを持っているか一これ
から、そうしたことを説明していきたい（3）。
とある。このことより判断すると、この図書の主題は「日本の金融システ
ム」に関すること、つまり「日本の金融」ということになろう。
斯様なことを踏まえ、先に確認したNDC本表の338．01と3380．2の部分
を再度見てみる。338。01は「金融理論・学説、信用理論・学説」で理論に
関する分類項目である。いま一つ「02→338．2」の分類項目が気になる故、
それを詳細に見てみる。［02→338．2］は、338．02を使用せず、338．2で分類
するということである。したがって、NDC本表の338。2の分類項目を見る
とよいことになる。
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社会科学日本十進分類表本法（一部抜粋）
338、156
．16
．17
．18
．183
．19
．2
手形一、小切手
証券取引所．株式取引所→：676．7
証券業利殖＊金儲け法＜一般＞は、ここに収める
＊株式投資理論→338．15；国際投資→338．92；証券投資理論→338．15
株式投資による利殖
金融恐慌［信用恐慌］．銀行恐慌．モラトリアム
金融史・事情．銀行史・事情※
＊地理区分※＊個々の銀行誌→338．6※
［．29］国際金融→338．9
．3金融・銀行政策．金融統制→：337．3
金利政策［割引政策］，公開市場政策，支払準備制度
＊．33／．35および．5は，各種の金融機関についても適用する
．32行政．法令
＊不正金融は，ここに収める
．33銀行調査
．34銀行の国有・国営
．35銀行の集中・合同
．4発券銀行．中央銀行
＊地理区分．5銀行経営．銀行業務
．51銀行員．出納事務．銀行組織
．52交互計算．検査．審査
．53預金．預金者保護制度
当座預金．普通預金．定期預金
．54貸付．手形割引．当座貸越
．55信用調査．担保問題
．56信託業務
．57為替．手形交換
＊外国為替→338．95
．58代金取立、保護預
く．6／．8各種の金融機関＞
＊各種の金融機関の特定主題は、’．33／．35，．5に収める
．6各種の金融機関・銀行→：509．3
．61普通銀行：都市銀行、商業銀行
．62貿易金融．外国為替銀行→：678．4
338．2の分類項目を見ると「金融史・事情、銀行史・事情」とあり、そ
して「＊地理区分」「＊個々の銀行誌→338．6」と指示している。先に図書
のカバーに記載されている内容を紹介したが、そこに掲げられた文字（日
本の金融システムも大きく変化）とこの図書の主題「日本の金融」との両
者に鑑みるとき、この図書は日本の金融をめぐって、史的な面から論述し
ているように思える。したがって『金融入門』というこの図書は、338．2
の分類項目に分類することが適切であると考えられる。
NDC本表の338．2の分類項目では、「地理区分」への指示がある故、次
に日本における「地理区分」を探ることにする。
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日本十進分類表一般補助表（一部抜粋）
一a地理区分［地理細目］Geographicdivision．Areatables
この表は、形式区分における一〇2を展開したものである。
付加できる分類番号
原則として、細目表のすべての分類番号、付加できない分類番号については、解説（2．7．12）を参照．
使用法
．1通常の分類記号の場合
当該分類記号に・02を介して付加する。
例）フランスの美術館706．90235（706．9＋一〇2＋一35）
2．2注記「＊地理区分」を伴う分類記号の場合
当該分類記号に直ちに付加する。
例）日本金融史338．21（・338．21＋一1）
岡山県の地理誌445．175（＝455＋一175）
イギリス議会314．33（＝314＋・33）
オランダ地誌293．59（＝29＋一359）
2．3注記「＊日本地方区分」を伴う分類記号の場合
当該分類記号に、この表中の日本の各地方・各都道府県の記号から1を省いたものを直ちに付加する。
例）東京都の地方行政318，236（＝318．2＋一36）
奈良県の神社誌175．965（＝175．9＋・65）
鹿児島県の方言818．97（＝818＋一97）
一1日本
一11北海道地方
＊蝦夷にはこの記号を使用する
一111道北：宗谷支庁，網走支庁［北見国］
網走，北見，紋別，稚内
一112道東：根室支庁，釧路支庁［根室国，釧路国］
釧路，根室一113十勝支庁［十勝国］
帯広
「地理区分」では、まず「日本」をあらわす記号を確認するのである。
主題の限定による記号の結合（「382．2」＋1）によって、382．21とい分類
を記号を付与するのが適切であると考えられる。
ここで、以上の分類記号の付与をめぐって以下に整理してみる。書名
は多くの場合、その図書の主題をあらわしている故、まず主題関連語よ
りNDC相関索引を利用して、分類記号を辿るのである。そして、それを
NDC本表によって確認する作業を行う。その際前述したように「地理区
分」等への指示にしたがい、主題の限定による記号結合ルールを踏まえ、
分類記号に付与していくのである。
以上のような手順で、俵万智著の『短歌によむ』を分類してみる。まず
は、書名を手掛かりにしてこの図書の主題を把握するのである。この書名
からすると主題は「短歌」ということになろう。「短歌」がいずれの分類
項目に相当するかNDC相関索引を利用して探ってみる。その表では、「短
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歌」は「91L1」となっている。したがって、「短歌」に相当する分類記号
日本十進分類法相関索引（一部抜粋）タンコ
多面体（幾何学）
多毛類
多様関数（解析学）
多様体（位相幾何学）
たら（漁業）
（動物学）
鱈肝油
タラ目
タラワ
ダリア（花卉園芸）
（植物学）
タリウム（化学）
ダリー語
樽（製造工業）
（流体輸送）
タルコット法（天文学）
ダルス目
タルド（社会学）
垂水
垂水
タルムード（ユダヤ教）
タレス（哲学）
ターレット旋盤
たわし（製造工業）
俵（製造工業）
単位（物理学）
電気単位
単一国家
炭価
短歌
????????
???
????????????????????? ??? ?? ???????????
タンカー（石油業）
（造船業）弾劾裁判
炭化水素（環式化合物）
（鎖式化合物）
炭化水素類（工業薬品）
単科大学
タンガニーカ
568．6
556．66
327．124
438．2
437．2
574．82
377．28
★456
弾丸（兵器）
短期金融市場
短期大学
短期大学図書館
段丘（地形学）
炭業経済
炭業史
短距離競走
短距離攻撃ミサイル
鍛金（工芸）
タンク（流体工学）
タンク車（鉱山業）
（自動車工学）
タングステン（化学）
（金属工学）タングステン鉱
タングステン電球
タンクローリー
檀君
団結権（労働法）
探検
科学探検
単元
単元学習
探検記
単元論（哲学）
タンゴ（音楽）
単語
炭鉱
鍛工
鍾工
炭鉱衛生
炭鉱会計
炭鉱機械
単桁橋
炭鉱業
断郊競技（スポーツ）
559．17
338．13
377．3
017．6
454．54
567．09
567．092
782．3
559．5
756．16
534．6
568．6
537．96
436．63
565．43
562．4
545．3
568．6
221．031
366．14
402．9
375
375
29△091
111
764．7
8・4
567
566、2
756．6
567．9
567．095
567．5
515．51
567
782．3
910文学日本十進分類表本法（一部抜粋）
911詩．02
．08
1
歌Poetry
詩歌史、韻文作家列伝・研究
詩歌集＊ここには、複数の文学形式の詩歌を含み、
和歌、短歌※
理論、歌学、歌学史※
主要な形式を特定できないものを収める
．101
．102
＊時代を問わず、ここに収める
＊歌論は、ここに収める
和歌史、歌人列伝・研究※
．104論文集、評論集、講演集、歌話、評釈、鑑賞※
．106
＊歌論→91L101
団体：学会、協会、会議、歌会
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．107研究法、指導法、作歌法、作歌用書
．108叢書、全集、選集
＊一時代のものは、その時代の下に収める一
〈．11／．12古代前期［上代］：奈良時代まで＞
．11記紀歌謡→：911．63：913．2
．12万葉集
［．1203→911．121：911．123］
．121書誌、索引、類句
、122歌人伝・研究
＊ここには、個人伝と列伝の双方を収める
．123辞典、便覧
．124評釈、注釈、語釈
．125特殊研究：地理、動植物、物品
．127類題
．128家集
，129外国語訳
．13古代後期［中古］：平安時代
．132歌人伝・研究
＊ここには、個人伝と列伝の双方を収める
．135勅撰集、八代集
．1351古今和歌集
．1352後撰和歌集
．1353拾遺和歌集
．1354後拾遺和歌集
．1355金葉和歌集
進分類法本表（一部抜粋）
は91L1であると考えられる。次いで、NDC本表を辿って91L1の分類を
確認する。NDC本表では、91L1は「和歌、短歌」となっている。この分
類項目の前後に目を転じてみると、『短歌を読む』に911．1の分類記号を
付与してよいか否かの判断に迷ってしまう。それは、『短歌を読む』が、
「911．101」（理論、歌学、歌学史）、「911．102」（和歌史、歌人列伝・研
究）、「911．104」（論文集、評論集、講演集、歌話、評釈、鑑賞）等のいず
れかの分類項目に該当するのではないかという疑問が生じるからである。
そこで、『短歌を読む』を再度見てみる。その「はじめに」㊨部分に、
第2章は『短歌を読む』。こちらは、とことん実践に徹しよう。〈中
略〉あくまでも私流の詠みかたであるけれど、最初のメモのようなと
ころから始まって、推敲、そして歌の並べかたにいたるまで、かなり
詳しく書いたつもりだ（4）。
とある。斯様なことより、この図書は和歌の評論について触れていること
が分かる。畢寛『短歌を読む』は「911．104」の分類記号を付与すること
が適切であると考えられる。
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上記は『金融入門』と『短歌を読む』を例に分類記号の一般的付与の仕
方をめぐって触れたものである。換言すれば、分類表を利用する上での約
束ごと（分類の文法の活用）を具体的図書によって説明を加えたものであ
る。以下に具体的な図書を掲げ、分類記号の付与をめぐって考察を加える
ことにする。
（1）田中克彦著『言語学とは何か』の分類一精粗の分類
先に図書館の蔵書数によって、分類記号の付与の範囲を決定する必要が
あるとした。例えば、NDCで分類する際、蔵書によって大まかに分類記
号を3桁に止めたり、あるいは細かに分類記号をコンマ←2桁に止めたり
する場合がある。斯様に分類記号による主題の限定の幅が分類の精粗であ
ると言及されている。
以下、『言語学とは何か』によって、その具体的様相を見てみる。まず、
書名を手掛かりとしてこの図書の主題を把握するのである。書名から判断
すると主題は「言語学」（5）ということになろう。1言語学」はいずれの分類
日本十進分類法相関索引（一部抜粋）ケンシ
健康保険法
言行録
言語学
364．4
289
801※
言語史学
言語学習（心理学）
言語教育（学校教育）
（言語学）建国記念日
言語形態学
言語社会学
言語障害（医学）
言語障害児教育
言語障害者福祉
言語心理学
言語数計学
言語生活
言語政策
言語地図
言語地理学
言語哲学
言語統計学
言語発達遅滞児
言語美学
801．02
141．33
375．8
807
386．9
801
801．03
496．9
378．2
369．276
80LO4
801．019
809
802
80L8
801．8
80LOl
80LO！9
378．5
80LO1
剣山（花道）
検屍（法医学）
絹糸（蚕糸業）
（繊維工業）
検事
原子エネルギー（工学）
（物理学）原子価（化学）
絹糸化学
原子核（物理学）
原史学
原子核工学
原子核磁気共鳴（電磁気学）
（物理化学）（分析化学）原子核反応（物理学）
原子核物理学
原子核分裂（物理学）
原子核融合（物理学）
原子間力顕微鏡
原子共産制
原始共同体社会（経済史）
（社会史）
??????? ?? ? ?????????????? ????
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言語遊戯
言語類型論
げんごろう
原罪（キリスト教）
減債基金（財政）
研削加工
研削性（材料工学）
研削性試験（材料工学）
原索動物
研削盤
検察
検察審査会
検察審査法
検察制度
検察庁
807．9
801．5
486．6
19L3
347．5
532．5
50L54
501．54
485，9
532．5
327．13
327．13
327．13
327．13
327．1
原始キリスト教会
原始経済（経済史）
原始芸術
原始国家
原始時代（インド史）
（西洋史）（中国史）（朝鮮史）（日本史〉原始社会
原始宗教
原始人類
原始水素熔接
原始スペクトル（化学〉
腱疾患
198．1
332．02
702．02
313．2
225．02
230．2
222．02
221．02
210．2
362．02
163
469．2
566．62
431．51
493．6
日本十進分類法本表（一部抜粋） 800
言語800言語Language＊商用語学→670．9；プログラム言語→007．64＜801／808総記＞801言語学Linguistics，Philology．01言語哲学．言語美学．019言語統計学．言 数計学
．02言語学史
．03言語社会学．社会言語学
．04言語心理学
．09比較言語学
．1音声学．音韻論文字論→：491．368
．2語源学．意味論→：007．1
，3辞典編集法．多言語辞典
＊3つ以上の言語から成る辞典は、ここに収める；ただし，特定の言語に2つ以上の言語を
対照させた辞典は，特定の言語の下に収める
項目に相当するのがNDCの相関索引を利用して探るのである。その表で
は、「言語学」は「801」となっている。したがって「言語学」に相当する
分類記号は801であることが分かる。次いで、NDC本表を辿って801の分
類記号を確認するのである。NDC本表では、801は「言語学」となってい
る。先に触れた分類記号の付与の仕方を踏まえると、NDC本表の分類項
目の前後に目を転じて、『言語学と何か』がいずれの分類項目に相当する
か否かを検討することになる。しかし、801の「言語学」の場合は、個々
の図書館での分類の決めごとが存在しても、一般的にはこれ以上の精密な
分類は行わないのである。図書館によっては、言語関係の主題の図書が総
て「800」に分類するという規則があれば、言語学は800の分類記号に止め
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ることになる。
（2）木村泉著『ワープロ作文技術』一書名の裏切り一
先に、書名はその図書の主題をあらわしている場合が多い故、書名を手
掛かりとして主題関連語を捉えることができるとした。しかし、書名に
頼って図書を手に取り、その内容を一覧した折、時として予想とは異なっ
た内容であることに気付き、落胆することが屡ある。つまり、主題に頼り
過ぎると裏切られたり、裏切られるまでもなく惑わされることがよくあ
る。書名には、出版社の著者の販売戦略等の思惑が存在しているからであ
る。
以下、『ワープロ作文技術』（この著書をめぐっては先に少し触れたが）
によって、その具体的様相を見てみる。まず、書名を手掛かりとしてこの
図書の主題を把握するのである。書名から判断すると「ワープロ」に重点
置かれているのか、それとも「作文技術」に重点が置かれているのか迷っ
てしまう。当然のことであるが、重点の置き方によって分類項目も異なっ
てくるのである。斯様な場合、内容紹介、目次、前書き、後書き等よりそ
の主題をより正確に把握する必要がある。そこで、まず前書きを見てみ
る。そこには、
本書では、むしろ文章書きの過程に注目する。プロダクト（製品、す
なわち文章）でなく、プロセス（過程、すなわち文章書き）について
考える。また仕掛けよりは技に注目する。何はともあれ具体的なノー
ハウを伝えることに重点を置きたい（6）。
とあり、更に第3章の「内容」の項に、
本書は作文技術の本であって、（幸いなことに）話題の中心は言葉で
ある（7）。
とある。斯様なことよりこの書の主題は「作文技術」ということになろ
う。畢意、ワープロ使用によって「作文技術」の向上を図るというのか本
書のねらいであると考えられる。
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「作文技術」は、いずれの分類項目に相当する。NDC相関索引によっ
て探ってみる。しかし、「作文技術」という用語ではNDC相関索引には
掲載されていない。そこで、この図書は、日本語における作文技術である
ことを踏まえ、まず、「日本語」に相当する分類項目を探る。「日本語」
は、「810」となっている。したがって、「日本語」に相当する分類記号は
810である。次いで、NDC本表を辿って810の分類記号を確認する。NDC
本表では、810は「日本語」となっている。その前後に目を転じてみると、
816に「文章、文体、作文」という分類項目がある。畢寛、「ワープロ作文
技術」は、日本語「810」のなかの作文項目「816」の分類記号を付与する
のが適切である。
ニツト日本十進分類法相関索引（一部抜粋）
ニット（製造工業）
ニット工業
日本
日本アルプス
日本移民
日本映画
日本泳法
日本演劇
日本画（絵画）
（絵画技法〉
日本海
日本絵画史
日本学（哲学）
日本髪（民俗）
日本漢詩文
日本漢文学
日本管理法令
日本教育史
日本銀行
日本近代思想
日本経営者団体連合
日本経済史
日本芸術
日本研究
日本建築
※日本語（言語）
8???
?
?
1
?????????????? ?? ???? ?? ??? ?
（商業通信）
日本考古学
日本古学派
日本語学校
日本語教育
日本国議会
日本国憲法
日本国体論
670．91
210．25
121，56
810．77
810．7
314．1
323．14
155
日本史観
日本式ローマ字
日本思想
日本思想史
日本酒（酒類工業）
日本在血吸虫症
日本儒学
日本主義
日本朱子学
日本書誌学
日本人（人類学）
日本人学校
日本人町
日本精神
日本折衷学派
日本全国誌
日本地図
日本彫刻
日本庭園
日本哲学
日本刀
日本道徳
日本版画
日本美術
日本舞踊
日本文学
日本文学史
日本法制史
日本民族
日本陽明学派
日本料理
日本料理店
日本列島（地質学）
ニトロ化（化学）
1
???????
??
??
???
???
???
?
?
??????????????????? ????????
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日本国民道徳
日本国有鉄道
日本古文書学
日本史
155
686．21
210．029
210
ニトロ火薬
ニトロセルロース
ニ・二六事件
二年生草（花卉園芸）
575．93
578．53
210．7
627．4
日本語日本十進分類本表（一部抜粋）810
＊事例集は、ここに収める
＊演説原稿の作法、文例集→867
809．5対談・座談法、インタビュー法
．6討論・会議法
＊ディペートは、ここに収める（別法：837．8）
．7暗号
．8速記．9タイピング：タイプライタ、パーソナルコンピュータ、ワードプロセッサ→：582．33
＊ここには、主として教本を収める
＜810／890各言語＞
＊各言語は、すべて言語共通区分が可能である
＊2言語辞典のうち、（1）日本対外国語のものは、外国語の下に収める；ただし、漢和辞典及び外国人向
けの日本語辞典は、日本語の下に収める；（2）外国語対外国語のものは、日本人にとって疎遠な言語
の下に収める；（3）疎遠な言語を判断し難しいものは、見出し語（解釈される語）の言語の下に収め
る；なお、外国語対外国語のもので、双方から検索できるよう2部分から構成されている辞典は、後
半が明らかに主要と判断されない限り、前半を対象として分類する
＊多言語辞典→801．3
＜810日本語Nipponese＞※
．1理論、国語学→：121．52
．12
（．13
（．14
．2
．23
??? ?
国語学史
国語社会学）
国語心理学）
国語史→：812
※特定主題の歴史は、各主題の下に収める
古代語
※別法：神大文学81L3
中世語
近世語
現代語
国語系統論
国語政策、国語国字問題＜一般＞、国語調査→
例：日本文法史→815
：811．9
810言語
810音声
．1
．14
．2??
?
?
???????
音韻、文字Phonetics．Phonology．Whting
音声、発音、音韻
アクセント、イントネーション
漢字
※漢字＜一般＞は、821．2に収め、ここには日本語における漢字の問題を収める
訓点：送り仮名、返り点、ヲコト点
常用漢字、当用漢字、略字→：81L92
筆順
神大文字→810．23
万葉仮名
仮名文字：いろは歌、五十音図→：81L95
仮名づかい、送り仮名
外国語・外来語の仮名表記法
句読点、分かち書き
ローマ字綴字法→：81L98
国字改良→：810．9
漢字廃止論、漢字制限論→：81L27
仮名文字専門論、新体カナ→：811．5
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．98
．99
811語源
812辞典
．1
．19
．2
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ローマ字国字論→：81L8
新国字説
意味Etymology．Semantics→：810．2
Dictionahes
※ここには、語彙に関する辞典を収め、その他の主題に関する辞典は、各主題の下に収める
例：語源辞典→812※江戸時代までの辞典〔古辞書〕（例：節用集）は813に止め分類しない
国語辞典
外国人用国語辞典
漢和辞典→：823
※わが国で編纂された漢字典、字彙は、ここに収める
※用語辞典→816．07
故事熟語辞典、慣用語辞典
類語辞典、同義語辞典、反義語辞典
古語辞典
※特定地域の古語に関する辞典は、818に収め、日本地方区分
日本語810
813．7
．9
814語彙
815文法????
816文章
新語辞典、流行語辞典、外来語辞典
隠語辞典、俗語辞典
Vbcabularies
※語構成は、ここに収める
※語彙に関する辞典→813
基本語彙
熟語、慣用語
類語、同義語、反義語、同音語
古語
※特定地域の古語に関するものは、818に収め、
新語、流行語、外来語、略語
児童語
隠語、俗語、階級語、女房詞、遊里語
※位相は、ここに収める
語法Grammar
形態諭、構文論〔統語論〕
※文章→816
名詞、数詞
代名詞
形容詞、形容動詞、連体詞
動詞、助動詞
副詞、接続詞、感動詞
助詞〔てにをは〕
敬語法
文体作文Sentences．Styles．Composi廿ons※
日本地方区分
7????作文用語・用字辞典
修辞法
枕詞〔冠辞〕修飾語
公用文→：317．6
論文
書簡文日記文
※商業通信→670．91
式辞→：8094
文範文例集
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（3）大八木明著『亭主を早死にさせる法教えます一著者の意図を把握
（主題は善に）
これまで、書名や目次、前書き、後書き等より図書の主題把握を行い、
そしてそれを基に分類を試みてきた。
ここで図書の主題について少し整理してみる。「主題」（Subject）は、
文章・作品・研究などの中心となる題材や思想〔8）、作品がとりあつかう中
心的な問題、すなわち何を表現しているか「何」にあたるもの（9）等と定義
されている。素材という要素、あるいは観点という要素が主題に内包され
ていることが想像できるのである。
以上のことに鑑み、『亭主を早死にさせる法教えます』という図書にお
いてその主題を検討してみることにする。書名を手掛かりとして、この図
書の主題を予想してみる。それは「亭主を早死にさせる法」ということに
なろう。しかし、主題を斯様に否定的なもの、つまり「悪」として捉えて
よいのかという疑問が生じ、何か臆に落ちない感じがする。そこで、この
図書の目次、前書き、後書き、内容等を見てみることにする。
その「まえがき」には、
亭主が浮気をしていたが、この奥さん、それを知っていながらそんな
ことはおくにも出さず、黙って知らんぷり、亭主が定年退職して退職
金を奥さんに渡したその日、「はい離婚」という話を聞いた。亭主は
家もなく、妻もお金もいっときに失ってしまったのだ。たしかにこれ
も一つの手であろう。しかし、世はまさにスピード時代である。亭主
が退職してまで待つまでもなく、もっと多額のお金を手にすることも
できるのだ。第1、平均寿命の延長から、いつ定年退職の年齢が引き
上げられるかわからない。第2に、亭主が退職してからではでは、わ
たしたちだって「槌色」し、第2の人生といえども、何かと制限が多
くなる。それにひきかえ、若いうちなら、もっと気のきいた男と人生
をやり直すこともできる。多額のお金があれば、ブティックを経営
し、オーナーとして独立することも可能だ。その意味でも、早いほう
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が有利であることはいうまでもない。／できるだけ早く、，できるだけ
多くのお金を手にする方法を考えてみたい（10）。
とあり、また「目次」には、
手段である病気の研究その①／手段である病気の研究その②／さ
て、どの病気を使うか？その①／さて、どの病気を使うか？その
②／亭主が病気になったときの仕上げ方（11）
とある。後者の目次の「さて、どの病気を使うか？その①」（第3章）
の節をみてみると、そこには、
亭主を太らせよう。甘いものを勧めよう。＜中略＞脂肪の多い食事を
食べさせよう。塩辛いものをドンドン食べさせよう（12）。
という内容が掲げられている。斯様なことから判断するとこの図書の主
題は、前述した「亭主を早死にさせる法」であると考えられる。「亭主を
早死にさせる法」は、，いずれかの分類項目に相当するかNDC相関索引に
よって得ることにする。しかし、「亭主を早死にさせる法」という用語は
NDC相関索引には掲載されていないのである。そこで、この主題は「殺
人」の分野項目に相当すると考えられる。「殺人」は、「326．23」（刑法）、
「368．61」（社会病理）、「498．95」（法医学）となっている。この三者のい
ずれに相当するか、NDC本表を辿って確認する必要がある。三者の中で、
「生命身体に対する罪：殺人、傷害、堕胎、遺棄」（326。23）が主題に最
も近いであろう。したがって、『亭主を早死にさせる法教えます』の分類
記号は、「326．23」になろう。
日本十進分類法相関索引（一部抜粋）サトウ
座礁船引揚
砂壌土
サスカチュワン州
佐世保
座禅
さそり（動物学）
サソリ類
座談法
サーチライト（電気工学）
撮影技術（映画）
555．9
613．57
5162
193
188．86
485．75
485．75
809．5
545、65
778．4
雑誌
雑誌記事検索
雑誌広告
刷紙材料（電気工学）
雑誌編集実務
雑誌目録
サッシュ（建築）
雑種紙
殺人（刑法）
（社会病理）
050
027．5
674．6
54L623
021．4
027．5
534．89
585．57
326．23※
368．61※
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（写真）薩英戦争
撮影台本（映画）
雑音（通信工学）
（電子工学）
サッカー
雑家（中国思想）
雑貨（製造工業）
（染色加工）
錯覚（心理学）
雑貨工業
雑菓子（食品工業）
作歌法
作歌用書
サッカリン（食品工業）
さつき（花奔園芸）
（植物学）
作曲家く列伝＞
作曲法
殺菌性製剤
殺菌法（外科学）
（細菌学）
作句法
作句用書
雑劇（中国文学）
雑穀（作物栽培）
（農業経済）
雑穀価格
?
???????????? ??ー?ー ? ??? ?? ? ? ?? ???????? （法医学） 498．95※
雑繊維工業
撮像
雑草
（作物学）
撮像管（テレビ）
殺虫剤（作物学）
雑著
幸手
雑俳
札幌
さつまいも（作物栽培）
（植物学）（農産加工）薩摩国
薩摩琵琶（邦楽）
雑律
サディズム（心理学）
砂鉄（鉱床学）
砂土
さといも（植物学）
（疏菜園芸）
サトイモ科
サトイモ目
砂糖（食品工業）
茶道
佐藤一斎（日本思想）
さとうきび（作物栽培）
?【???? ????????????????? ?? ?? ? ? ? ??
320日本十進分類表本表（一部抜粋）社会科学
326．01
．02
．1
．12
．13
．14
．15
．17
．2
．21
?
刑法理論：刑法思、想、罪刑法定主義
刑法史．立法資料
刑法総論．犯罪理論．行為論．限時法
構成要件
違法性：正当防衛、緊急避難
刑事責任：責任能力、期待可能性、過失、故意、錯誤
犯罪の態様：未遂犯、不能犯、正犯、同時犯、共犯、従犯
犯罪の数：連続犯、併合犯、累犯、常習犯
刑法各論．犯罪の類型
国家の法益に対する罪：内容、外患、公務執行妨害、犯人蔵匿、証、愚○滅、
正談合
公共の法益に対する罪：騒○、放火、失火、○水、偽造、わいせつ、賭博、
生命身体に対する罪：殺人、傷害、堕胎、遺棄※
偽証○告、賄賂、不
業務妨害→337．34
??????????自由に対する罪：逮捕監禁、脅迫、略取誘拐、住居侵入
名誉・信用および秘密に対する罪
財産に対する罪．財産犯：窃盗、強盗、詐欺、恐喝、横領、背任、○物、コンピュータ犯罪
刑事政策．犯罪学→：368．6
犯罪人類学．犯罪生物学
犯罪心理学
犯罪社会学→368．6
犯罪現象→368．6
犯罪統計
刑罰：刑の量定、減刑、刑期
死刑．体刑
自由刑：懲役、禁固、拘留、流刑
財産刑：罰金、科料、没収
名誉刑：公権の剥奪
仮釈放．仮出獄
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．46
．47
．48
．5
．52
．53
．54
［．55］
執行猶予．起訴猶予
恩赦
保安処分
行刑．矯正
監獄法．刑務所．受刑者
矯正保護・教育，累進制
医療矯正．矯正医学
少年鑑別所．少年院→327．85
360社会科学
子供の暴力、児童虐待
＊地区区分
＊児童・青少年問題＜一般＞は、ここに収める
367．68青少年［若者．ヤングアダルト］
＊青年訓→159．7，7老人．老人問題→：143．7；369．26
＊老年学は、ここに収める
＊中高年齢者問題＜一般＞は、ここに収める
＊老人医学→493．185
．75
［．76］
．9
．93
．97
．99
独居老人．老人世帯
老人教育．老人クラブ．老人学級・大学→379．47
性問題．性教育→：152．1；384．7；49L35；598．2
性的いやがらせ［セクシャルハラスメント］→：366．3
同性愛：ホモセクシャル、レズビアン
性教育→：375．49
368????????
．61
???【??
?
1
??
社会病理Socialpathology
貧困．スラム．どや街浮浪者．ホームレス
難民問題：戦争孤児、経済難民
自殺．自殺防止→：145．7
情死心中
人身売買，売買春。公私娼→：384．7
反社会集団
侠客，極道．博徒．暴力団．やくざ
マフイア
犯罪．犯罪人．組織犯罪→：326．3
＊別法：326．35／．36
殺人．暗殺※
＊決闘は、ここに収める
誘拐
賭博［ギャンブル］
性犯罪．わいせっ
窃盗．強盗
コンピュータ犯罪
青少年犯罪→：327．8；367．6
少年非行．非行防止
中毒者→：493．78
薬物・薬剤中毒者→：493．155
医学490
＊別法
498．91
．92
．93
：326．7
法医解剖学
個人識別．親子鑑別
血液型、指紋、声紋、足跡、人相書
＊別法：指紋、声紋317．76
法医学的検査：血痕、精液、毛髪
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??? 死体現象．死体検査
傷害．殺人窒息死その他の変死※
．96嬰児殺し．堕胎．妊娠分娩
．97性法医学：強姦、わいせつ
．98裁判化学．法医毒物学
．99法医精神医学．精神鑑定
499薬学Phamaceudcs→：519．79；598．5
＊薬理学→49！．5
．07研究法．指導法．薬学教育
．079薬剤師国家試験
．09薬業経済・行政・法令．薬の生産と流通
＊薬剤師は、ここに収める
．091薬事行政・法令
．093薬価．095薬局．薬店??????????????医薬品→：49L79＊科学薬品→574；化粧品→576．7；農薬→615．87
公定書．薬局方
＊地理区分
国民医薬品．準薬局方
公定書外薬品．新医薬品
毒薬．劇薬．麻薬．覚醒剤→：498．12
化粧品く薬事法による＞
薬効学．化学的薬理学．処方学→：491．5
薬化学
薬品構造
薬化学実験法
薬品分析．薬品鑑定
薬品合成化学
無機薬化学
有機薬化学
しかし、に主題を悪として捉えて分類記号を付与してよいのか、この主
題の捉え方はこれでよいのか、という疑問がまだ残るのである。前述のご
とく、図書はその主題によって分類し記号を付与してきた。主題に筆者の
観点が深く関わっていることを読み取って分類を試みることにする。
「あとがき」に著者は、
このような視点から、前半は肉体的側面から、後半は精神的側面か
ら、いかにしたらわたしたちは健康な生き方ができるのかを考え、少
し皮肉に、裏返してみたのがこの本である。私はこの本から、読書の
皆様方が、いかにしたら健康を勝ちとれるのかを汲みとっていただけ
たらと願っている。あまりにも多くの人々が、「もろ遅い」と思い、
諦めているのが現実だろう。でも、遅すぎることはない。今すぐ始め
ていただきたい（13）。
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と指摘する。「いかにしたらわたしたちは健康な生き方ができるのかを考
え、少し皮肉に、裏返してみたのがこの本である。〈中略〉いかにしたら
健康を勝ちとれるのかを汲みとっていただけたら」とあるように、主題を
「悪」と捉えず、「善」と捉えて分類を試みる必要があろう。
斯様なことを踏まえ、『亭主を早死にさせる法教えます』の主題を考え
てみると、それは「健康法」〈健康管理〉あるいは「衛生」ということに
なろう。「健康管理」（相関索引の用語には「健康法」は掲載されていない
ので「健康管理」を先に掲げる）「衛生」に相当する分類項目をNDC相
ケンイ日本十進分類法相関索引（一部抜粋）
牽引車（自動車工学）
農用牽引車
牽引力（電気鉄道）
眩（生理学）
（内科学）
検疫（衛生学）
航空検疫
植物検疫
動物検疫
検閲（映画）
（演劇）
（出版）
（新聞〉
（精神分析学）
（日本思想）
原猿類（動物学）
減音装置（兵器）
県花
鹸化（化学工業）
限界革命（経済学）
限界ゲージ
限界効用学派（経済学）
原価管理
剣客
見学（学校教育）
幻覚（心理学）
弦楽合奏
弦楽五重奏
弦楽三重奏
弦楽四重奏
原価計算
原価差異分析（財務管理）
減価償却
顕花植物
弦楽器
堅果類（果樹栽培）
玄関（建築）
原環虫類（動物学〉
??????????????????????」?????????????? ? ????? ? ?? ?? ?原気管類（動物学）研究開発（経営学）
研究学園都市
研究管理（経営学）
研究機関
研究授業
研究所（建築）
（自然科学）
研究助成金
研究調査機関
研究発表（学校教育）
研究法
検挙（警察）
厭教
絹業
兼業農家
元曲（中国文化）
賢愚経［経典］
減刑（刑法）
原形質
限月問題（取引所）
言語
（情報科学）
（幼児教育）
元逡（日本史）
元号（日本史）
健康管理（教育）
（産業衛生）
485．4
336．17
518．8
336．17
061
375
526．4
407．6
377．7
061
375．13
002．7
317．75
168．9
586．4
611，74
922．5
183．19
326．4
463，2
676．4
800
007．1
376．158
210．43
210．023
374．93
498．81※
健康機器
健康教育（学習指導）
（学校）（幼児教育）
元亨釈書［書名］
健康診断（労働衛生）
健康相談（教育）
元弘の変
健康法（衛生学〉
健康保険
780．67
375．49
374．97
376．14
182．88
498．81
374．93
210．44
498．3
364．4
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相関索弓1エイヨ
英才（心理学）
英才教育
英作文（英語）
（学校教育）
叡山版（書誌学）
英詩
衛氏
嬰児殺し（法医学）
永字八方
映写会（図書館）
映写機（工学）
映写技術
英習字（書道）
エイズ
衛星（天文学）
人工衛星
衛生
141．18
37L5
836
375．893
022．31
931
22LO31
498．96
728．4
015．8
535．85
778．49
778．93
493．878
445
538，9
498※
安全衛生（労働）
衣服衛生
運動衛生
家畜衛生
家庭衛生
環境衛生
建築衛生
鉱山衛生
産業衛生
獣医公衆衛生
食肉衛生
精神衛生
船舶衛生
都市衛生
農村衛生
労働衛生
衛生化学
衛生学
衛生管理（経営学）
衛生管理者試験
衛生器具
366．34
593．5
780．198
649．8
598
498．4
528
56L98
366．99
649．8
648．21
493，79
557．19
518．5
611．99
498．8
498．15
498
336．48
498．079
528．1
衛生技術者
衛生技術者
衛生気象学
衛生教育（衛生学）
衛生行政
衛生警察
衛生工学
衛生昆虫学
衛生材料
衛生試験
衛生設備（建築）
衛生船
衛生中継通信
永世中立国（国際法）
衛生陶器（窯業）
衛生統計
衛生動物学
衛星都市（都市工学）
衛星放送
衛生法令
曳船（造船学）
英泉派（日本画）
映像（情報科学）
映像資料（図書館）
映像著作権
営造物（行政法）
営団
栄典制度
英文解釈
英文学
英文法
英文和訳
英米戦争（アメリカ史）
英米文学
英米法
英雄崇拝
栄養（食品）
????
???????????
??
?????????????????????? ???? ?????? ? ??? ?
関索引より探ることにする。表をみてみると「健康管理」（産業衛生）は
「498．81」に、そして「衛生」は「498」になっている。したがって、「健
康管理」（産業衛生）に相当する分類記号は、「498．81」で、そして1「衛
生」に相当する分類記号は、「498」であることが分かる。次いで、このこ
とを念頭においてNDC本表を辿って確認ししみることにする。「498」よ
り「498．81」までを辿ってみると、先に指摘した「健康法」と「衛生」と
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日本十進法分類法本巻（一部抜粋）自然科学
496．46光覚．夜盲症
．47斜視複視．斜位
．5耳鼻咽頭科学
．6耳科学．聴器疾患→：14L22；49L375
内耳，迷路，中耳，鼓室，外耳，聴神経，耳漏，めまい，
．7鼻科学．鼻疾患→：141．23確9L376
．8咽頭．喉頭，口腔→：14L23；49L377
舌，唇，口蓋，扁桃腺
．9音声・言語障害．吃音→378．2；49L368；49L375
497歯科学Dentistry
．07研究法．指導法．歯科学教育
．079歯科医師国家試験
．1歯の解剖・生理・病理
歯冠，エナメル質，象牙質，歯髄，歯根
．2歯の疾患・診断・検査・治療
歯髄炎．24齢蝕症［むしはコ
．26歯周疾患：歯槽膿漏症
．3歯科外科学．口腔外科
※歯科麻酔学く一般＞は，ここに収める
．4歯科保存学．歯牙充填法．抜歯術
，5歯科補綴学．56義歯．6歯科矯正学．69美容歯学
．7小児歯学
．8歯科材料・器械．歯科理工学
．9口腔衛生．歯の衛生
498衛生学．公衆衛生．予防医学Hygienics．Publichealth※
Preventivemedicine→：375．49；61L99
耳鳴，難聴，ろう唖
．07
．079
．1
※軍隊の保健衛生，食事，防疫→394
※衛生工学→518；建築衛生→528
研究法指導法．衛生教育
衛生管理・技術者試験．保健婦試験
衛生行政．厚生行政→：317．73：36919
医学 490※公害・498．12
．13
．14
．15
．158
．16
．163
．2
．28
環境行政→519．1
※福祉行政→369．1；薬事行政→499．091
医療・衛生法例．医療紛争→：499．15
※麻薬・毒物・劇物取締法は，ここに収める
医療制度
※健康保険→364．4
医療関係職員の資格・任務
医師，歯科医師，看護婦，保健婦，助産師，栄養士，衛生技術師，X線技師，
り師，きゅう師，柔道整復師
※各資格試験問題は、各主題の下に収める例：497．079歯科医師国家試験
衛生試験
水質試験
医療施設
病院，医院，診療所，保健所，産院，サナトリウム
病院経営・会計
民族衛生．優生学．家族計画．産児制限→334．38
※遺伝学→467
断種．優生保護法
国民体力管理
あんま技師，は
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個人衛生．健康法→：598※????????????禁煙．禁酒
冷水浴．冷水摩擦
静坐法．自彊術．ヨガ
休養．レクリエーション．ウォーキング
※体育→780
睡眠．安眠
沐浴→：383．6
長生法→：493．18
精神衛生．健脳法→：493．79
環境衛生→：519；611．99
気候・大気・水・土地の衛生
熱帯医学、寒帯医学
高山病．高山医学
航空病．航空医学．宇宙医学
※別法：538．87
潜水病潜水医学
公害病＜一般＞
490自然科学
498．5
．51
．517．518．519．52
．53
．54
．55
．56
．57
．58
．583
??
?
??
食品．栄養→：383．8；588；596
食品学
食品と成分，加工食品，貯蔵，調味料
インスタント食品
強化食品
食品添加物
食品材料．食品商品：食用植物，食用動物
食品化学
食品衛生
※食中毒→493．157
栄養学．栄養科学→：49L47
栄養所要量，蛋白質，糖類，脂質，酵素，ホルモン，ビタミン，
栄養生理学
※別法：491．342
栄養病理学
治療栄養学．病態栄養学
保健食．食餌療法
※各疾病の食餌療法は，493／497の下に収める
※別法：食餌療法492．6
※痩身のための食事は，ここに収める
特殊栄養学：母性，乳児，老人，労働，集団給食
疫学．防疫→493．8
癩予防，結核予防，トラコーマ，性病問題，寄生虫予防
検疫
衛生動物学．衛生昆虫学
蚊，ハエ，蚤，・ダニ，ねずみ族
※原虫学，蠕虫学→49L6
小児衛生．母子衛生
※学校衛生→374．9；小児科学→493．9
労働衛生．産業衛生→366．99
健康診断．健康管理※
労働環境衛生：粉塵，有毒ガス，騒音，振動
産業疲労．労働生理
職業病：珪肺，工業中毒，鉱山病→：56L98
産業災害・安全→509．8
災害医学
法医学→：317．75；649．89
無機分，カロリー
．82
．84
．87
1．88］
．89
．9
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が一緒になった分類項目であることに気付くであろう。それは、「個人衛
生」「健康法」（498．3）の分類項目である。斯様なことより「亭主を早死
にさせる法教えます」は「498．3」の分類記号を付与することになろう。
皿おわりに
本論は、表題に示したように「NDCによる図書分類の基礎」に関する
研究である。図書の分類記号の付与をめぐっては、先に分類を行う担当者
が異なったり、分類を行う時期が異なったりすると同じ図書であるにも拘
らず、異なった分類記号を付与するという矛盾が生じる場合があること
を指摘した。斯様なことがないように図書の分類記号の付与をめぐって
は、極めて慎重に対処すべきであると考える。首尾一貫した分類記号を付
与するに当たっては、その基本的な立場を十分認識おくことである。斯様
な把握の観点により本論では、その1において、図書分類の意義、構準分
類表、NDCの構成等と図書分類作業を行う際、最も重きを置かなくては
ならない事項について整理した。次いで、その2においてはその1を踏ま
え、まず分類作業について解説を加え、次いでそれを踏まえNDCによっ
て図書の分類を試みた。斯様な作業より図書分類の基本用件を見出そうと
した。前述のごとく図書の主題はその書名を手掛かりとして把握すること
ができるが、しかし実際に図書の分類記号を付与する段になると、書名に
よって裏切られたり、主題を善意に解釈しなければならなかったりと、そ
の様相は極めて多岐に亙ることが明らかになった。今後は、より多くの図
書の分類作業を試み、分類記号の付与の基本要件を詳細に探っていく必要
があろう。斯様な課題をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
〔注〕
（1）一般分類規程（一般規程）と特殊規程をめぐってもりきよしは、以下のよう
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に指摘する。
一般規程（通則）
1主題と形式
資料は、まず主題によって分類し、次いで必要があればその主題を表現す
る形式（01／08）によって細分する。ただし、総記類の大部分および文学作品
は形式によって分類する。
例：「土木年鑑」（土木学会）は510．59［×059］；「世界大百科事典」（平凡社）
は031；松本清張「小説東京帝国大学」（新潮社1975）は913．6［×377．28］
この規程で重要なことは、主題を優先させるということである。たとえば、
『日本近現代史文献解題』（佐治芳雄編）は210．6031であり、210．031ではない。
また形式区分は必要に応じて（文献量が多い場合など）行うもので、形式区分
をすることによって記号が長くなる場合はしない方がよい。したがって上例は
210．6にとどめる。
2複数主題
一冊で二つまたは三つの主題を並列的に取り扱った資料は、初めの主題か、
あるいは最も重点がおかれている部分の主題によって分類する。四つ以上にわ
たる場合は、それらを含む上位の項目のもとに分類する。なお、合刻書、合綴
書の場合もこれにならう。
例：岡島・右田「紙と天然繊維」（大日本図書1970）は585；丸川慎三〔ほ
か〕「ハクサイ・ホウレンソウ・レタス・セルリー」（家の光協会1971）は
626，5
この規程は、『実務上の便法であるから、ただ機械的に考えないで、主題の性
質、著者の意図、利用者の便利などを考慮に入れて決めるべきである。
叢書扱いと単行書扱い
多巻もののうち、講座、全集、シリーズなどの叢書は、その内容や構成が多
様であり、一括して配架分類するか、または単行書として個別に配架分類す
るか、よくまようところである。その取り扱いにあたっては、利用者の便、書
庫管理、書誌分類との関係などを勘案する必要があるが、叢書として一括配架
分類するのが適当とされるものは、次のとおりである。ただし、巻数表示のな
いもの、および叢書名がタイトルページまたは奥付だけにしか表示のないもの
は、単行書扱いとする。
また、叢書の全巻を揃えないで、選択的に購入する場合は、単行書扱いとし
た方がよい。
（1）個人の著作集（全集，選集，作品集など）
例：富田・土橋編「福沢諭吉選集」全14巻（岩波書店1980－81）は、08L6（2）多人数の著作集で、内容の配列が体系的か年代順であるもの、および各
冊に数著作が収められているもの。
例：「日本教養全集」全18巻（角川書店1974－75）は081；「日本歴史」
全26巻別冊5巻（中央公論社1970－72）は210．1
（3）特定主題に関する叢書、講座で体系的に編集されたもの。とくに、初巻
や最終巻に総目次、総索引などがつくもの。ただし、叢書名の表示が小さ
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く、総目次、総索引などが付されず、各巻が完全に独立しているものは、
単行書扱いとする。
例：「岩波講座基礎数学」全24巻79分冊索引1冊（岩波書店1976－
81）は410．8；「現代図書館学叢書」全5巻（理想社）は単行書扱い
［×010．8］（4）特定の地域、またはきわめて限定された主題に関するもの。
例：浅間神社社務所編「富士の研究」全6巻（名著出版1973）は
29L51；「講座日本の民俗」全9巻別館1（有精堂）は382．1
（5）官公庁や団体の調査研究資料などのモノグラフ・シリーズ。とくに将来
合本することが予想されるもの。
例：「マーケティングシリーズ」（日本貿易振興会1985～）は675．08
（6）終期を予定せず、逐次的に刊行される、いわゆる出版社叢書は、原則と
して単行書扱いとする。ただし、叢書名がよく知られ、それによって利用
者が検索することが予想され、しかも書庫管理上まとめて配架した方がよ
いものは、一括して配架分類してもよい。
なお、単行書として個別に記入された資料を、叢書として一括して配架
分類する場合には、叢書名の典拠ファイルを作成して、同一叢書の各巻が
分散するのを防ぐ必要がある。
また、書誌分類（1．5参照）を行っている図書館では、一括して配架分し
たときは、分類の分出の基準（p．128参照）のもとづき、各巻の内容に即
した分類の分出を行う。（抜粋）特殊規定（各類の規程）以下分類表の各項目から、疑義が生じやすいものについて、その取り扱いかたを解説する。NDC8版には、旧版に比して、分類項目に多くの注が付されているので、これらと重複するものは省略した。
800言語
①二か国語辞典は、日本語対外国語のものは、すべて外国語のもとに収め、
外国語対外国語のものは、より知られていない言語のもとに収める。ただ
し、その判定が困難な場合は、辞典の発行国にとって外国語である言語のも
とに収める。
例：「新英和大辞典」（研究社1960）は833［×813］；ローズ・イニス、
A．「漢英辞典」（吉川書店1936）は832［×833］
②三か国語以上からなる多国語辞典は、803ではなく、801．3に収める。ただ
し、きわめて特殊な言語の研究のための辞典は、その言語のもとに収める。
例：ジャパン・タイムズ編「日・英・仏・西・葡・伊語辞典」（原書房
1973）は80L3；バチュラー、J．「蝦和英三対辞書」（国書刊行会
1975）レま829，2［×801．3］
③発音、文法、会話、方言など、8□1および8□5／8□8（言語共通区
分の一1、一5／一8）に含まれる主題に関する辞典は、それぞれのもとに
収める。
例：大塚高信編「新英文法辞典」（三省堂1970）は835［×833］；東条
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操編「全国方言辞典」（東京堂出版1975）は818［×813］または、
818．033⑤語学の学習を目的とした対訳書、注釈書の類は、語学テキストとして8□
7に収める。（4．5．8②参照）
例：メルヴィル、H．著丹沢栄一訳注「モウビィ・ディック（白鯨）」
（評論社1979）は837［×933］
900文学
①文学における言語区分は、800に対応している。したがって、994／899と共
通に言語区分をして用いてよい。
例：金関寿夫「アメリカ・インディアンの詩」（中央論社1977）は995；
矢代和夫編訳「ブルガリア詩集」（新読書社1962）は989．1（抜粋）もりきよし編『NDC入門』前揚書pp．66－95（2）岩田規久男『金融入門』岩波新書カバー（3）同上書p．2（4）俵万智『短歌をよむ』岩波新書p．血
（5）田中克彦『言語学とは何か』岩波新書p．13
田中は、「はじめに」の部分で、以下のように指摘する。
私が本書で意図したのは、個々の学派や学説の動きをこえて、まさに二十世
紀の学問としての言語学が何につき動かされ、何をめぐって争い、全体とし
てどのような方向をめざしてきたのかを見ることである。そして、言語学を
見ることとは、じつは言語そのものを知るための最もみのりある方法であ
り、それはとりもなおさず、人間にとって言語とは何かと問うてみるための、
たしかなよりどころなのである。
（6）木村泉『ワープロ作文技術』岩波新書p．且
（7）同上書p．256
（8）松村明他編『国語辞典』旺文社p．597
（9）下中邦彦編『世界大百科事典14』平凡社p．417
（10）大八木明『亭主を早死にさせる法教えます』リョニ社p．4
（11）同上書pp．5－9
（12）同上書p．6
（13）同上書p．238
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